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内容の要旨及び審査の結果の要旨
脳波によるパニック障害（以下、ＰＤ）の中枢神経系機能についての研究は少ない。特に脳波の誘発
反応の一つで点滅光刺激に同調して出現する光駆動反応を調べた研究はない。本研究の目的は、未服
薬ＰＤ患者の安静時および光刺激中脳波のパワー値を健常人と比較し、ＰＤの中枢神経系機能を明ら
かにすることである｡加えて､ベンゾジアゼピン系抗不安薬内服中のＰＤ患者の脳波定量解析を行い、
薬剤による中枢神経系機能への影響を検討することである。
対象は、アメリカ精神医学会の精神障害の診断と統計の手引第４版のＰＤの診断基準を満す未服薬
の１８例（男性９例、女性９例）で年齢・性をマッチさせた健常成人18例およびベンゾジアゼピン系
薬剤内服中のＰＤ患者１８例と比較した.安静覚醒閉瞼状態で１０分間脳波と５，１０，１５Ｈｚの点滅光
刺激中の脳波を記録し、導出、比較帯域毎に絶対パワー値を求めた。ＰＤ患者の不安の強さは、不安
尺度であるＳｍｌ（状態一特性不安尺度）の特性不安尺度で測定した。
得られた結果は以下の通りである。
１.未服薬ＰＤ群は、健常人より安静時脳波の６，８およびα２パワーが高値であった。
２.服薬ＰＤ群は、未服薬ＰＤ群より安静時脳波の６および８帯域のパワーが低値であった。
３.光刺激中脳波では、未服薬ＰＤ群は、健常人より５Hz光刺激に対応する4.8-5.2Hz帯域のパワ
ーが高値であった。
４．服薬ＰＤ群は、未服薬ＰＤ群より５Hzの光刺激に対応する4.8-5.2Hz帯域のパワーが低値で
あった。
５．未服薬Ｐ、患者のSTAI特性不安尺度とパワー値との間に有意な相関はなかったが、服薬ＰＤ
群では安静時脳波の０，αおよびβパワー値、１０Hz光刺激に対応する9.8-10.2Ｈｚ帯域、１５Hz光
刺激に対応する148-15.2Hz帯域と特性不安尺度が正の相関を示した。
以上の結果よりＰＤでは安静時脳波に加え、光刺激中脳波でもパワー値の異常がみられ、中枢神経
系に何らかの機能異常が存在することが示唆された。またＰＤではベンゾジアゼピン系薬剤による脳
波変化が健常人とは異なり、内服後のパワー値がＰＤの特性不安を示す－つの指標になる可能性が示
された。以上、本研究はパニック障害の中枢神経系の関与を明らかにし、ＰＤの病態解明に貢献する
価値ある論文と評価された。
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